
あたたかい心�

「あたたかい心」でその人が望むサービスを提供する�

名古屋市千種区�

1. 障害をもつ小学生から高校生および高齢者を対象に、食事・入浴・レクリエー
ションなどを行うデイサービスセンターを運営（瑞穂区）。�

2. 障害をもつ人や高齢者の自宅に訪問し介護サービスを提供（瑞穂区・天白区・
中村区）。�

3. 障害をもつ人の就労意欲を高めることを目的に、お菓子の箱詰めなどの作業
や朝市を開催（天白区）。�

4. 障害をもつ人が利用できる短期間入所施設を運営（南区）。�

弱者に対して優しいと思えない社会において、「わずかでもよいから弱者に寄り
添っていきたい」「困っている人に手を差し伸べたい」という思いから団体を設立。
高齢者や障害をもつ人を過度に介護してしまうと、彼らのもっている能力まで損
なうことがあるため、自身でできることはできる限りやってもらうことを心掛けている。
また今できないことも、将来にはできるようになってほしいと願い活動している。�

●活動内容�

●活動の背景、活動への思い�

職員60人�
ボランティア2人�
会員105

構成人員�

募 集 中 ！ �
同団体が運営している駄菓子屋『ご縁や』での
お店番ボランティアを募集中。『ご縁や』は、高
齢者や障害をもつ人が歩いて出かけられる範
囲に楽しんで行ける場所を作りたいという思い
から設立。また、認定NPO法人の取得を目指し
ているため、寄付金（1口3,000円）も募集中。
認定NPO法人の寄付は税の優遇措置がある。�

●法人認証年月日／�
●主な活動分野／�
●従たる活動分野／�

2003年3月25日�
保健・医療・福祉�
子どもの健全育成�

概要�

連絡先�

〒464-0075 名古屋市千種区内山1‐11‐16

052-871-8164　平日　9:00～18:00�
052-871-8160�
atatakai-big213@sarada-group.jp�
http://www.atatakai-kokoro.or.jp/

T E L �
FAX�
E-mail�
URL



アフリカ支援 アサンテ ナゴヤ�

アフリカの貧しい人々の健康と自立を支援する�

名古屋市東区�

医療従事者を中心としたボランティアチームが、ケニアの農村で無料医療活動
を実施。HIV感染の拡大が懸念される地域のため、受診者へHIV抗体検査を勧
めている。希望者には事前説明後に承諾を得て、検査を実施している。感染が
確認された場合は、現地NGOがカウンセリングをはじめ医療につなげる活動を
担っている。また交通手段が整備されてない地域のため中古自動車などの提供
などによって、村の自立を支援している。�

ケニアのスラムで医療支援を行う『ILFAR』で活動していた医師・鍼灸師・看護
師らがアフリカの農村の現状を知り、アフリカの貧しい地域全体への支援を目的
に新しい団体を設立。現在の支援地は行政の手の届くことのない、医療情報も
乏しい農村。活動期間以外は現地NGOスタッフが予防啓発とHIV陽性者支援
に努めている。遠く離れたアフリカでの活動であるが、現地NGOと協働で人々の
より健康な生活と自立支援を目指す。�

●活動内容�

●活動の背景、活動への思い�

職員0人�
ボランティア7人�
会員70

構成人員�

募 集 中 ！ �
薬品などの購入のため、金銭面で支援をしてく
れる賛助会員を募集中。まずは多くの人に、ア
フリカの状況やHIV／エイズ、団体の活動につ
いて知ってほしいと願っている。活動について
はホームページに随時、情報が掲載されるので
確認を。�

●法人認証年月日／�
●主な活動分野／�
●従たる活動分野／�

2008年1月11日�
保健・医療・福祉�
社会教育、国際協力�

概要�

連絡先�

〒461-0004 名古屋市東区葵1-25-1　ニッシンビル906

052-933-1588　平日　10:00～19:00�
052-933-1588�
africa@asante-nagoya.com�
http://asante-nagoya.com/

T E L �
FAX�
E-mail�
URL



愛実の会�

障害をもつ人の声を聴き、生きやすい社会を目指す�

名古屋市港区�

1. 重度身体・知的障害をもつ人の生活介護事業所『障がい者デイセンター愛実』
を運営。デイセンターは3グループに分かれ、『愛実友だちの家』と『大地の家』
ではレクリエーションや創作活動、外出活動を実施。『紙風船』では障害をも
つメンバーが人形劇活動を行っている。どのグループも1対1の介助を原則とし、
メンバーとの関係を大切にしている。�

2. 訪問介護サービスを実施。朝の出発準備や入浴の介助などを行っている。�

かつて港養護学校に通う障害児の親たちが、子どもたちの居場所づくりとして土
曜日や放課後に集まり、レクリエーションや創作活動を始めたことが活動の始ま
りである。その後、同じ港養護学校卒業生が多く所属する人形劇団『紙風船』
と合併し、現在の形となった。効率第一主義の現代社会の中で、効率ばかりで
なく個性の尊重や助け合い、コミュニケーションを大切にし、すべての人が生きや
すい社会を目指し活動を続けている。�

●活動内容�

●活動の背景、活動への思い�

職員46人�
ボランティア15人�
会員370

構成人員�

募 集 中 ！ �
人形劇団『紙風船』の公演依頼を募集中。人
形はメンバーそれぞれの障害に合わせてプロが
作成したものを使い、メンバー自身が一から考
えたオリジナル作品が数種類ある。メンバーは
人形劇に仕事として真剣に取り組み、ほぼ毎日
練習に励んでいる。公演料や公演時間など、
詳しいことは問い合わせを。�

●法人認証年月日／�
●主な活動分野／�
●従たる活動分野／�

2007年1月5日�
保健・医療・福祉�
社会教育、子どもの健全育成�

概要�

連絡先�

〒�

052-693-5897 平日・土　9:00～17:00�
052-691-7889�
info@aminokai.com�
http://www.aminokai.com

T E L �
FAX�
E-mail�
URL

455-0021 名古屋市港区木場町9-24



アレルギー支援ネットワーク�

アレルギーがあっても普通の暮らしができる社会を創る�

名古屋市中村区�

1. 教育機関や病院、外食産業などで働く専門職やアレルギー患者と家族に対し、
アレルギーについて体系的に学ぶ『アレルギー大学』を開催。�

2. 科学的根拠に基づいた知識をはじめ、アレルギーに関する新しく正しい情報
をホームページやメールマガジンで発信。�

3. アレルギー患者などの防災対策の推進と災害時におけるさまざまな災害対
策および救援事業を実施。�

4. 地域のアレルギー患者家族の会の設立と運営を支援（写真右:名古屋市内
のアレルギー児を持つ親の交流会）。�

1988年にダニアレルギー問題に関わる懇談会としてスタート。変遷を経て、現在
は食物やハウスダストなどを含むあらゆるアレルギーに関する問題を解決するた
めに活動している。アレルギー問題に対しては、患者の会を中心に地域の人々、
医師や栄養士、教員など各種専門職、自治体などとの連携が重要であると考え、
橋渡し役として患者だけでなく多方面で活動中。�

●活動内容�

●活動の背景、活動への思い�

職員8人�
ボランティア40人�
会員810

構成人員�

幼稚園や保育園、学校給食におけるアレルギー
対応の推進や、災害時の取り組みなど、アレル
ギーに関する理解を深めてもらうための普及啓
発活動を自治体などと共に行っていきたいと望
んでいる。�

●法人認証年月日／�
●主な活動分野／�
●従たる活動分野／�

2006年9月1日�
保健・医療・福祉�
社会教育、災害救援�

概要�

連絡先�

〒453-0042 名古屋市中村区大秋町2-45-6

052-485-5208　平日　10:00～18:00�
03-6893-5801�
info@alle-net.com�
http://www.alle-net.com/

T E L �
FAX�
E-mail�
URL

メ ッ セ ー ジ �



いきいき住宅リフォーム支援機構・愛知�

いきいきと住み続けられる住宅リフォームをお手伝い�

名古屋市熱田区�

高齢者や障害のある人に対し、より適切な住宅リフォームが実施できるよう支援
する。同団体には、保健、医療、福祉、介護、設計、施工の各分野の専門家が在
籍し、住宅リフォームに関する相談に対し、助言や提案するとともに、県内各地で
同団体の登録会員として設計、施工を行っている６つの専門家チームを紹介する。
また、市民を対象とする講座の開催や情報発信、よりよい住宅リフォームのため
の調査研究および政策提言を行う。�

「長年住み慣れた家や地域でいきいきと暮らし続けたい」と考えている人に、一
人ひとりの身体機能や生活ニーズにあった住宅リフォームの相談や提案を行う
ことをねらいとして、身体の専門家である保健・医療職、生活支援の専門家であ
る福祉・介護職、住まいの専門家である設計職、施工職の4つの専門職が集ま
りNPOを設立した。「相談・調査・提案・施工・検証」の過程を特に重視して取り
組むことにより、質の高い住宅リフォームを提供する。�

●活動内容�

●活動の背景、活動への思い�

職員1人�
ボランティア0人�
会員49

構成人員�

募 集 中 ！ �
同団体では名古屋市をはじめ、愛知県内の各
地域で定期的に相談会を開催している（毎月
第３土曜日）。高齢者宅への手すりの取付けな
ど介護保険を使ったバリアフリー工事から、耐
震その他の住宅リフォームまで、どんなことでも
気軽に相談を。詳しくはホームページ参照。�

●法人認証年月日／�
●主な活動分野／�
●従たる活動分野／�

2005年2月25日�
保健・医療・福祉�
まちづくり、職業能力・雇用機会�

概要�

連絡先�

〒456-0002 名古屋市熱田区金山町1-5-2�
　　　　　  クマダ77ビル4F

052-683-7785　平日　10:00～19:00�
052-683-7785�
info@ijr-ai.com�
http://www.ijr-ai.com/

T E L �
FAX�
E-mail�
URL



いきいきネットゆりの会�

文化的な活動を通して、いきいきと学び合い助け合う�

名古屋市天白区�

1. 中高年を中心に仲間を募り、サークル活動を行う。内容は『万葉を学ぶ』、『俳句
を楽しむ』といった学習会や、戸笠公園の花壇に草花を植える『ふれあい花壇』など。�

2.日常生活での困りごとを有償ボランティアとして助け合う「地域たすけあい活動」
の実施。利用者は高齢者や子育て中の核家族が中心。�

3. 身近な場所で地域の人 と々交流し、仲間・生きがいづくりを目指す場『ふれあ
いサロン』の運営。多彩なプログラムを提供している。�

生涯学習センターが提供する既成のプログラムではなく、自身の興味があるテー
マを主体的に学べる場をつくりたいとの思いをもった人々で設立。その後、メン
バーの高齢化に伴って会員同士の助け合いの必要性が高まり、地域たすけあい
活動を開始した。文化的な生涯学習を通して仲間をつくり、楽しく学び助け合って、
知力・体力ともに充実した生活を送ることを目指し活動中。介護予防への自助
努力により、若い世代への負担を減らすことができるよう心がけている。�

●活動内容�

●活動の背景、活動への思い�

職員3人�
ボランティア8人�
会員60

構成人員�

募 集 中 ！ �
『ふれあいサロン』への参加者を募集中。第1
木曜に麻雀、第2火曜に絵手紙、第3木曜にカ
ラオケ、第4火曜に健康体操と健康相談といっ
たプログラムを、天白区高坂集会所にて開催し
ている。参加費は1回500円。また、たすけあい
活動への参加者も募集している。詳しくはホー
ムページ、電話またはFAXで問い合わせを。�

●法人認証年月日／�
●主な活動分野／�
●従たる活動分野／�

2009年5月15日�
保健・医療・福祉�
まちづくり、学術・文化・芸術・スポーツ�

概要�

連絡先�

〒�

052-847-8520 平日　9:00～17:00�
052-847-8520�
ikiiki-yamazaki@nifty.com�
http://homepage3.nifty.com/yurinokai/

T E L �
FAX�
E-mail�
URL

468-0025 名古屋市天白区高坂町230



生き生きネットワークてとろ�

高齢者にとって住み慣れた地域での暮らしを支援する�

名古屋市北区�

介護保険サービスである訪問介護の他、通院時やお墓参りの付き添いなど介
護保険の適用外となる生活支援を365日体制で実施。また、高齢者のためのデ
イサービスセンターを運営している。同施設内には未就園児とその親のためのつ
どいの広場も併設され、親子同士の交流や幼児教育の場にとどまらず、子どもた
ちと高齢者の交流の場となっている。大家族を疑似体験することができ、高齢者
の楽しみとなるとともに、子どもの情操教育にも効果がある。�

制度上では介護保険と医療保険を併用することができないため、通院介助には
保険が適用されない。また、非日常的な生活支援やお墓参りなども介護保険の
対象外となる。そういった介護保険や行政サービスの適用外ケアを行うボラン
ティア団体として設立。その後、大曽根商店街の空き店舗にてデイサービスセン
ターを開業。高齢者が施設や病院ではなく、自分の住み慣れたわが家や地域で
いつまでも快適に暮らしていけるよう活動を続けている。�

●活動内容�

●活動の背景、活動への思い�

職員7人�
ボランティア25人�
会員23

構成人員�

募 集 中 ！ �
経験豊かな高齢者と、未来を担う子どもたちが
触れ合える機会をつくることができる事業を、行
政と協働で行いたいと願っている。また同団体
は地域とのつながりや地域に根差した活動を重
視しており、商店街の行事の際には高齢者向け
の相談コーナーなども開催している。近隣の団
体で協働したいことがある方は声をかけてみては。�

●法人認証年月日／�
●主な活動分野／�
●従たる活動分野／�

2007年8月7日�
保健・医療・福祉�
まちづくり�

概要�

連絡先�

〒462-0825 名古屋市北区大曽根2-9-66

052-918-7600　平日　9:00～18:00�
052-508-4100�
－�
http://www.tetoro.com/

T E L �
FAX�
E-mail�
URL



いずみクラブ�

障害者の就労と人間的成長を願って�

名古屋市北区�

心身に障害をもつ人を対象にした事業所『ゆずりは』を春日井市に設け、就労支
援事業を行っている。主に農作業、調理実習、木工作業などの職業訓練を実施。
企業へのインターンシップや実習の機会を設けるなど、就労へ向けての取り組み
も積極的に行っている。また音楽や絵本の朗読、運動を楽しむことも。たこ焼き
販売店の運営や、養護学校のお祭りに参加することで地域との交流も行っている。�

以前、児童デイケアサービス事業を運営していた際に、障害をもつ人の就労が
難しく、社会に居場所がないことから引きこもりになりがちな現状を知った。それ
を何とかしたいと就労移行支援事業『ゆずりは』をスタート。心のふれあいを重視し、
一人ひとりの障害や個性に合わせた支援を心がけている。「うちでの職業訓練
を通じて人間性を養い、『ありがとう』と素直に言える子に成長し、社会へ出発し
てほしい」と代表は活動への思いを語る。�

●活動内容�

●活動の背景、活動への思い�

職員7人�
ボランティア0人�
会員10

構成人員�

募 集 中 ！ �
『ゆずりは』の運営活動を手伝ってくれるボラン
ティアを募集している。また障害者の就労体験
機会の提供および就労を受け入れてくれる企
業も募集中。�

●法人認証年月日／�
●主な活動分野／�
●従たる活動分野／�

2004年8月31日�
保健・医療・福祉�
学術・文化・芸術・スポーツ�

概要�

連絡先�

〒�

052-916-5956 平日・土　9:00～18:00�
052-918-0187�
st8267d9@tolka.ocn.ne.jp�
http://www.yuzrih.net/

T E L �
FAX�
E-mail�
URL

462-0825 名古屋市北区大曽根2-1-22�
マンション大曽根701



いっぽハウス�

働く・生活する・楽しむを3本柱に障害者を支援�

名古屋市北区�

「働く・生活する・楽しむ」を柱に、障害者の生活を支援している。主な活動内容
は次の4つ。1.地域活動支援センター『ほっぷ・すてっぷ』を運営し、障害者の日
中活動を支援。2.ヘルパーステーション『1・2の3歩』を運営し、障害者の外出
支援や家の中での生活援助を行う。3.トランポリンや季節の行事といった余暇
活動の企画。4.障害者が宿泊体験をする部屋『みんなの家』へのボランティア
派遣。�

初めは障害児の親たちの情報交換会だったが、子どもの将来を考えて地盤を作
ろうとNPOを設立。「障害があっても住み慣れた地域で暮らしていけるよう『ほっぷ・
すてっぷ』、最終的には『ジャンプ』し、着地して安定した生活を目指す。いつも
サービスを受ける側の障害者が、弁当を作り配達することで感謝され、高齢者も
障害者へ励ましの声掛けをして役立つ。それが、互いに社会の一部として生きて
いる実感に繋っている」と思いを語る。�

●活動内容�

●活動の背景、活動への思い�

職員10人�
ボランティア5人�
会員18

構成人員�

募 集 中 ！ �
宿泊体験のために、障害者と一緒に宿泊して、
作業を手伝うスタッフ（有償）を募集している。
配食サービスのお弁当作りと配達を手伝うボラ
ンティアも募集中。また、季節の食材を使って
心を込めて作ったお弁当を購入してくれる人を
増やしたいとのこと。予約方法やメニューなど、
問い合わせは電話で。�

●法人認証年月日／�
●主な活動分野／�
●従たる活動分野／�

2004年3月18日�
保健・医療・福祉�
まちづくり�

概要�

連絡先�

〒462-0825 名古屋市北区大曽根1-17-6�
　　　　　  アイキョービル202

052-916-8971　月～土　9:00～17:00　※祝除く�
052-916-8971�
kwsnf168@ybb.ne.jp�
－�

T E L �
FAX�
E-mail�
URL



医療と保健と福祉の市民ネットワーク東海�

介護が必要な人々を地域で支える仕組みをつくる�

名古屋市東区�

住み慣れた家・地域で尊厳ある生を維持し、満足できる看取りも視野に入れた「地
域で支える医療・介護」をテーマに、シンポジウムやセミナーを開催。医療・介護
に関わる地域の人 と々の意見交換や、先進地域から講師を招き情報提供を行う
ことで、医療・介護職、行政、住民の意識改革を目指す。また重度心身障害児を
自宅で療養するための訪問看護ステーションや、NPOなどの医療・介護従事者
の知識・技術の向上を目指したセミナーなども開催している。�

介護は地域社会で支えるべき課題であるにも関わらず、家族、特に女性への負
担が大きい場合が多い。その状況を改善することを目指す『介護の社会化をす
すめる1万人市民委員会』の呼びかけで、『介護保険に関するシンポジウム』が
開催され、そのつながりを維持したいとの思いで団体を設立。介護が必要な人々
を施設に閉じ込めるのではなく、専門職に限らず地域の人々全員で見守り支え
る「地域包括ケアシステム」づくりを目指している。�

●活動内容�

●活動の背景、活動への思い�

職員1人�
ボランティア11人�
会員69

構成人員�

募 集 中 ！ �
「地域包括ケアシステム」に対し、多くの意見
を募集中。シンポジウムへの参加によって直接、
もしくは介護に携わるNPOや当事者団体を通
してでも意見を寄せることができる。集まった意
見を活かし行政に提言を行い、地域の人々に
とっても参加しやすい仕組みの実現を目指して
いく。�

●法人認証年月日／�
●主な活動分野／�
●従たる活動分野／�

2001年5月24日�
保健・医療・福祉�
－�

概要�

連絡先�

〒461-0005 名古屋市東区東桜2-18-3-702�
　　　　　  ボランタリーネイバーズ内�

052-931-3315　平日　10:00～18:00�
052-931-3315�
mhw@npo-jp.net�
http://www.mhw.npo-jp.net/

T E L �
FAX�
E-mail�
URL


